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１．はじめに

地域管理経営計画等は５年を１期として、上小阿仁支署は現在第５次計画の３年目

となっています。

４年目に局計画課より次期計画伐採リストが配付されたのち、各森林官は対象箇所

選定のため、施業図に色づけするなど、それぞれ工夫して現地踏査を行ってきました。

（図１）

伐採リストとは、主に伐採箇所を積み上げ

るために集約したリストであり、林齢や現地

の状況を加味し、施業箇所を選定していきま

す。今回の取組で使用した５次リストとは平

成２９年度末に確定した伐採リストであり、

令和３年度に配布される伐採リストは６次リ

ストとなります。

前回の策定作業について確認したところ支

署全体で５,０００箇所以上、森林官１人あた

り約６７０箇所の現地踏査や写真等による確認

が行われていることがわかりました。

また、次期伐採リストが配付されてから踏

査を行った場合、通常業務と並行して作業を

行うことから、４年目に業務が集中するため、

平準化についても検討が必要と考えました。

（図２）

２．効率化に向けた取組

ア 伐採予定検討図

伐採予定検討図とは、５次リストを基に仮

想６次リストを作成し、その内容を可視化し

た図面のことです。５次リストから実行済み

の主・間伐箇所を削除したうえで、情報の更

新を行い６次計画の最終年度における林齢を

算出し、主・間伐を区分しました。この作業

によりできあがったリストが仮想６次リスト

となります。（図３）

（図１）森林計画策定業務の概要

（図２）策定業務の課題や問題点

（図３）仮想６次リストの作成



次に、ＱＧＩＳで施業図に位置情

報を付与し、仮想６次リストを反映

させ伐採区分等をもとに色付けしま

す。

図４が完成した検討図です。

５次計画で伐採指定があるものは塗

りつぶし、ないものはメッシュで区

分しています。対象箇所が多数存在

することから、現計画策定時に確認

済みである塗りつぶし箇所以外のメ

ッシュを優先的に踏査することとし

ました。

イ 小班カルテ

森林事務所では、基本的な情報が記載された森林調査簿携行版により森林の情報を

確認しています。

一方、伐採予定箇所の選定作業に

おいては森林の基本情報に加え様々

な情報が必要となりますが、携行版

に記載されていない情報については

他の資料から確認をしています。

そこで、森林調査簿や仮想６次リ

ストを活用し、情報の集約化を目的

とした小班カルテを作成しました。

（図５）

カルテは、仮想６次リストを基に

自動作成されます。図６のとおり携

行版で確認できる森林の基本情報に

加え伐採指定の有無、施業年、現在

と次期計画の最終年度の林齢、伐期

齢、過去の踏査結果など選定作業に

必要な情報を集約しました。森林官

はこのカルテを活用した現地踏査を

実施し得られた新たな情報を追記す

ることとしました。

（図４）伐採予定検討完成版

（図５）小班カルテの概要

（図６）小班カルテ詳細



ウ ドローン

支署では今年度から林道通行止等で現地踏査が困難な箇所において、ドローンを活

用した現況調査を開始しました。

図７は、検討図に通行止箇所を示した

ものですが、通行止箇所の奥に多くの対

象箇所が存在してることがわかります。

検討図から伐採予定箇所を確認できるよ

うになったことから、飛行時間、高度、

視認距離などの条件を考慮し、効率的な

飛行計画により調査を行うことができま

す。

３．取組の成果

ア 伐採予定検討図

事前に検討図を作成したことによる大

きな効果として伐採リストが可視化さ

れ、選定箇所を瞬時に把握することが可

能になったことです。そのため、踏査箇

所の絞り込みも容易となりました。

森林官の業務に、国有林と民有林の境

界を確認する作業があります。従来は、

境界巡視のみに1日を費やしていました

が、選定箇所が明確になったことから、

境界巡視と現地踏査を同時に行うことが

できました。なお、収穫調査などほかの

現場業務においても、同様に実施できる

ことから作業の効率化が期待されます。

（図８）

また、従来は各森林官が手書きや国有

林ＧＩＳを活用し、類似の図面を作成し

ていましたが、今回は担当者が統一的な

条件のもと、一括して作成しました。そ

の結果、２週間程度かかる作業を１日で

作成し配布したことから、時間の短縮が

図られるうえ、人為的ミスが発生しにく

いというメリットがあります。（図９）

（図９）検討図活用による作業の効率化②

（図７）ドローンの活用

（図８）検討図活用による作業の効率化①



イ 小班カルテ

森林官はカルテに現場で得られ

た情報を書き込み支署担当者へ提

出します。支署担当者は記載され

た情報をデータベース化し、カル

テの更新を行ったのち署の共有フ

ォルダに保存しました。

カルテには各担当者も記載でき

るため、有益となる情報は署全体

で蓄積・共有し、森林情報の更新

に係る情報については、令和３年

度配布される６次リストと連動させ

ることにより、自動で反映させることが可能となります。（図１０）

ウ ドローン

写真１は実際の撮影現場です。

ドローンの飛行地点から左奥の

山頂まで約３ｋｍ、手前のスギ造

林地まで約４５０ｍです。奥の山

頂は形状がわかる程度ですが、手

前は地形による小班界や針葉樹・

広葉樹の違い、崩壊地などを十分

に認識することができます。

写真２は、仮想６次リストにおけ

る皆伐候補地であり、周辺には複

数の間伐候補地があることから、

優先的に確認が必要と判断し撮影

した結果、作業道跡が確認できま

した。

通常、作業道跡がない森林では、

歩行しやすい沢や尾根から踏査を

開始しますが、急傾斜地や沢の水

量により踏査ができないことがあ

ります。

（図１０）小班カルテによる情報の集約・活用

（写真１）ドローンの撮影範囲等

（写真２）ドローンの活用事例



作業道跡が確認できたことにより

・踏査ルートの選定が容易となった。

・広範囲に確認されたことから施業の団地化が期待される。

・大面積小班における伐区設定の検討が容易となった。

など、踏査の優先順位や施業の検討を行うための有益な情報が得られました。

以上が、現地における取組になります。

４．意見交換会の開催

今回の取組について、森林官及

び署関係者による意見交換会を開

催し、課題等の洗い出しを行いま

した。（図１１）

まず、検討図については色の使

い方や表示する情報量の多寡など、

見やすさに関わる意見が多く出さ

れ、カルテについては植生限界を

確認するための標高の記載やデー

タ管理に関する意見要望が出されま

した。

また、ドローンについては、基本操作の習熟はもとより、飛行計画の検討や撮影技

術の向上などより実務に即した飛行訓練を計画してほしいとの要望がありました。

なお、意見交換会後、色使いやデータ管理についてはすでに取組を開始しています。

５．まとめ

検討図やカルテを活用することにより、効率的に選定作業を実施することができた

とともに、一定程度の情報収集・整理ができたため次年度以降の選定作業も円滑にす

すめられることが期待されます。

一方、今回は３年目からの取組となりましたが、１年目から取組むことにより、業

務の平準化も期待されます。

今後は、いつでもだれでも操作できるように検討図とカルテを改善し、より一層の

効率化が図られるよう、引き続き取り組んでいきます。

（図１１）意見交換会の開催


